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第８講 人工知能（AI)とデジタルアーカイブの 

現状と未来 

【学習到達目標】 

 

・AIにおける様々な処理には，その基礎にデジタルアーカイブがあるとい
うことを説明できる。 

・AI時代のデジタルアーカイブは，多様な価値を持っていることについ
て，事例を挙げて説明できる。 

・AI時代のデジタルアーカイブの在り方と，人間の学びの変革について考
えることができる。 

 

１．ＡＩとデジタルアーカイブの関係  

今日の内容は５つありまして，ＡＩとデジタルアーカイブの関係，２つ目はデ

ジタルアーカイブの利活用，３点目は生成ＡＩの驚異的進化，４点目はＡＩとデ

ジタルアーカイブが創る未来，そしてデジタル文化遺伝子を目指してという形で

お話を進めさせていただきたいと思います。中では結構ＡＩを使わせていただい

ています。 

 趣旨としてはＡＩとデジタルアーカイブの関係は，機関車と燃料車の関係に例

えることができる。燃料車のデジタルアーカイブはうまく自分の燃料を利用して

くれる機関車を探している。活用ですね。そして一方，生成ＡＩというのは有害

性のない正確な学習データ，つまり誹謗とか抽象とかがない，偏見とかない民主

的なデジタルアーカイブという燃料車を求めているわけです。人工知能とデジタ

ルアーカイブというのは，以前よりお互いを必要としているものになってきてい

ます。人工知能とデジタルアーカイブの両者の一体化が未来のブレークスルー，

デジタル文化遺伝子となると澤井は考えているわけです。 

今日のお話は，現在はデジタルアーカイブと人工知能というのは関係なく発展し

てきたわけですけれども，一これからはＡＩとデジタルアーカイブというのは一

体化してレールの上で走るということが大事ということをお話ししたい。 
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チューリングの時代からずっと今に来て，カテゴリーも知識，探索・推論，機械

学習・特徴表現，そしてディープラーニング，そして 2017年にトランスフォー

マーが出たことによって，トランスフォーマー革命という形で今や ChatGPT，

Gemini（BARDが名前を変えました）や Bing ＡＩ等が出現してきている。 

 

２ デジタルアーカイブの利活用 

デジタルアーカイブというのはインターネットの登場と同じ頃にデジタルアー

カイブという形で登場したわけです。 

 デジタルアーカイブというのは御存じのように平成６年春，月尾教授が提唱し

ました。これは実は私の目の前で行われたわけです。実は 1993年ですけれど，

当時富士通の社長だった山本卓眞会長から「月尾教授のところ行って，マルチメ

ディアで世界に発信できること，そしてコンピューターを使っていくアイデアを

もらってきなさい」ということで月尾先生のところに行きました。月尾先生が

「澤井さんはアーカイブという言葉を知っているか」と。「知っていますよ。公

文書館とかそういうものですよね」と言ったら，「それをデジタル化して映像と

かそういうものを全部世界に発信していくというのはどうだろう」，「それはす

ばらしいですね」というところでデジタルアーカイブという和製の英語ができた

わけです。 

 デジタルアーカイブとは，その当時の決めた話ですけども，世界各地にある遺

跡や史跡など文化遺産，舞踊，祭事などの伝統芸能，絵画や彫刻などの芸術作

品，工場や機械などの産業遺跡など，人類が創造し蓄積してきた資産をデジタル

情報の形態で記録し，その内容を分散したデータベースに保管し，通信ネットワ

ークを経由して世界の人々が自由に閲覧できるシステムであるということで５つ

の目的が出されました。消滅していく遺産を保存しよう。消滅していく芸能の保

存をしよう。公開されない資産を保存しよう。人類共有の資産を保存しよう。文

化衝突の回避できるだろうということで，アーカイブの意味は文書保管施設，公 
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文書・古文書保管庫，文庫で，まとまった文書や文化財などの集積で，将来に保

存する歴史的価値のある記録を保存しようと，記録しようということです。 

 昨年の６月６日にデジタルアーカイブ憲章がデジタルアーカイブ学会で作成さ

れています。「デジタルアーカイブとは人々の様々な情報資産をデジタル媒体で

保存し，共有し，活用する仕組みの，そういう仕組みの総体を指す」と。今後，

リスクがどこにあるのか，目指す理想の姿を提示していこうというようなことで

社会に記憶する権利とその目的，オープンな参加，社会制度の整備，信頼性の確

保，体系の確保などがこのアーカイブ憲章で唱えられているわけです。 

 

３  生成ＡＩの驚異的進化 

 今日生成ＡＩの驚異的進化があります。生成ＡＩは機関車に当たる部分，活用

のエンジンとなるわけです。2019年ＡＩ SUMという国際会議で「日本のＡＩ

戦略ではＡＩの一丁目一番地は教育です」と言われていました。皆さんよく御存

じですけれども，日本のＡＩ戦略ではデジタル社会の「読み・書き・そろばん」

である「数理・データサイエンス・ＡＩの基礎」などの必要な力を全ての国民が

育み，あらゆる分野で人材が活躍するということです。幸いなことにコロナの前

に GIGAスクール構想ということで，生徒１人１台端末を持つＩＣＴ環境が整備

されました。日本は、生徒１人１台端末の整備により国際学力調査 PISAで世界

でも一躍トップに躍り出たわけです。今後は高校におけるＡＩの基礎となる実習

授業の充実，大学では特に大学等の優れた教育プログラムを政府が認定する制度

を構築ということで，高校，大学，高専卒人材で全５０万人／年間なるようにし

たい。それから大学院レベルではＡＩ専門分野のダブルメジャー，例えば文化創

造であってもＡＩというのとダブルメジャーになってほしい。高専，大学の約５

０％，２５万人を毎年育成したい。そしてＡＩ自体を開発できるようなエキスパ

ートっていうのは年間２０００人育成したいというのが日本のＡＩ戦略です。 

 さて，生成ＡＩに関連するＡＩの新しいプログラミングの方法が機械学習とい

うものです。従来のプログラミングではルールとデータがあります。      
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例えば、ルール「Ｘ＋Ｙ」というのがあって，データが「１＋２」というのを入

れると，答えは３という形で出るわけです。ところが機械学習では答えが「３」

で，データが「Ｘ＝１」，「Ｙ＝２」と入れると，ルール「Ｘ＋Ｙ」というルー

ルが出力されてくるという仕掛けになっているわけです。 

 生成ＡＩというのは皆様御存じのように，2022年 11月に OpenＡＩの発表

した ChatGPTが非常に有名です。２か月で１億人を突破したということで爆発

的に増えて，生成ＡＩとして世界的に話題を呼んだわけです。これは大規模なニ

ューラルネットワーク，大規模言語モデルというものを対話的に操作する，これ

をＬＬＭというのですけども，それを対話的に操作する方法を採用しています。

生成ＡＩは数億パラメーター以上の膨大な知識量を有し，答えを瞬時に提示する

ことを得意としており，正解を提示する能力では人間を超えていると言われてい

ます。生成ＡＩは使い方次第で人間の創造的な道具を支援するというところで

す。 

 赤堀侃司先生がおっしゃったように，ＡＩは膨大なデータを基に推論するが意

味を理解しないとか，それから益川弘如先生がおっしゃったようにＡＩには人を

生成ＡＩに置き換えることはできないというところがあって，それが非常に大事

なポイントです。反面，生成ＡＩというのはあくまで道具にすぎないので，人間

には生成ＡＩの答えのうそを見抜く力が求められている。別にＡＩが悪いわけじ

ゃないですけど，生成ＡＩというのは入っているデータの確率の一番高いものを

答えとして出してくるので，そのために，データが悪いと，つまりアーカイブさ

れている学習データが悪いと間違った答えを出すわけです。生成ＡＩの出力結果

を答えと見ないで，先ほど益川先生もおっしゃっていましたけれども，対話す

る，考えを深めるための一方法として見ることが重要になっています。 

 これが第４次ＡＩブームと私が捉えているところです。全てトランスフォーマ

ーから始まっています。最近ではグーグルの Bardっていうのが Gemini，画像

も扱えるようになったということで Geminiになっています。それからＧＰＴは

GPT4-Turboまで行って，ChatGPT3.5から出た ChatGPTはマイクロソフトの

Bing ＡＩに搭載されるようになっているというのが現状になっています。 
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ここで見てみますと，結構，結局トランスフォーマーをみんな使っていると。

BERTも最後にトランスフォーマー，ＧＰＴも最後にトランスフォーマー，それ

から ChatGPTもトランスフォーマーを使っているということで，２０２４年，

グーグルのＢａｒｄがＧｅｍｉｎｉに改名した。要するに今までのＢａｒｄに画

像の認識に対応し生成するようなニューラルネットワークとのペアで，Ｇｅｍｉ

ｎｉ（双子座という意味）が動くようになったというわけです。 

 さて，トランスフォーマーというものは何であるかというのですけれども，こ

の最高のパフォーマンスを発揮するモデルというのは注意機構，アテンションと

いうメカニズムを介したエンコーダーとデコーダーになっています。それで本質

は何かというと機械翻訳のためのネットワークアーキテクチャーになっていま

す。これまでのＣＮＮ（Convolutional neural network）やＲＮＮ（Recurrent 

Neural Network）とは異なって，エンコーダーでコーダーモデルになってい

て，注意機構に基づいているというのがポイントになっています。何より皆さん

が驚いたのは，英語からフランス語の翻訳タスクで「４１」というような翻訳の

評価指数でした。人間のプロの翻訳者でも「４０」くらいの翻訳の評価指数なの

で、「４１」は人間を超えるということで，それはすごいことだということにな

ったわけです。 

 トランスフォーマーの中で行われている日英翻訳メカニズムを見てみますと、

例えば入力に「外で犬がほえている」というのを入れると，まずそれを入力トー

クン，ベクトルに直して，それを分割してどんどん蓄えていって，今度はデコー

ダーのほうで生成します。途中「A dog is barking」というのが出てくると，そ

れとその入力のデータと合わせて確率的に一番高いのは「outside」というのが

いいということで，「A dog is barking outside」というような形で答えを出し

てくるというようなメカニズムになっています。英仏翻訳では、例えば英文「I 

arrived at the」というようなものがあると，まずベクトルに直して，それを単

語の意味を引いて，そして確率的に一番ふさわしいものは何かを見て，確率から

最終的に答えを出していきます。そして仏文「Je suis arrive」というような形

で出力していきます。 
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４ ＡＩとデジタルアーカイブが創る未来 

 「デジタルアーカイブの現状と未来について教えて」と ChatGPTと，Gemini

に問い合わせました。答えは大体同じようなことになっています。ChatGPTが

言ったのは「デジタルアーカイブというのは現在大規模なデータセンターで膨大

な量のデータを保存し，インターネットを通じてアクセスを可能にする。歴史的

な文書，芸術作品，科学的データ，ビジネス，そういうようなことで長期保存の

ためにデータのバックアップ，レプリケーションを行うというようなこと。そし

て未来はさらなる技術革新とデータ管理の進化によって形成されるということ

で，ＡＩや機械学習の進化によりデータの分類，索引づけ，検索が向上し，デー

タコレクションの有用性が高まる」です。Geminiのほうは，同じように「多様

な活用と課題があると。課題は著作権，肖像権，長期保存，メタデータ，デジタ

ルディバイドっていうような形が挙がっていて，未来はＡＩ技術とメタバースの

可能性。ＡＩ技術の発展によりデジタルアーカイブの活用はさらに広がる」とい

うようなことを言ってきているわけです。 

 「人工知能の現在から未来はどうなるか」を尋ねると、ChatGPTは「深層学

習の発展により大規模なデータセットと強力なコンピュータを用いた複雑な問題

に取り組むことが可能になったということで，画像を認識し，自然言語。未来は

どうなるかというと，さらなる進化と革新が期待されるということで，ＡＩの未

来は社会や産業の様々な分野に革新と進歩をもたらすが，倫理的な問題や社会的

な影響に対処するために適切な規制とガバナンスが必要である」と答えます。 

もっともな話です。Geminiは「いろいろな分野で活用されている。未来は進化

し続け，大きな変化をもたらすでしょうと。ＡＩ技術は正しく理解し倫理的に活

用することでよりよい未来を築く」と答えているわけです。 

 「デジタルアーカイブを活用する人工知能とは何か」と聞くと，ChatGPTは

「アーカイブ資料の検索や分析作業が大幅に効率化され，新たな知見の発見や過

去の資料に新しい価値を見いだすことが可能である」と答えてきます。Gemini

は「私たちの生活や社会をより豊かにするための大きな役割を果たす」と言って

きます。 
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逆に「ＡＩを活用するデジタルアーカイブとは何ですか」と聞くと，ChatGPT

は「大量のデジタルコンテンツを管理，分析するためにＡＩが使用されていて，

ＡＩはデータの膨大な量に圧倒されがちな人間の管理者にとって，デジタルアー

カイブを管理する強力なツールになる」と言ってくれます。確かにそうかなと。

Geminiは「データ構築，管理，利用に大きな可能性があるということで，特に

メタデータの自動生成等ができる。ＡＩ技術のさらなる発展と倫理的なガイドラ

インの策定などが求められる」と言っています。これは本日提案していますレー

ルというか，規則というか，活用ルールということになるわけです。 

 そこで「デジタル文化遺伝子」を考案しました。遺伝子というのはご存じのと

おり生物学的に継承されるＤＮＡなどの設計情報を指します。これは先天的で本

人の意思とは関係ないわけですけれども，文化的遺伝子というのは単一個体に人

が後天的に文化を通して自身に蓄積した情報を示す。リチャード・ドーキンスが

著書『利己的な遺伝子』の中で「ミーム」と称しています。楽曲，思想，標語，

衣装の様式，つぼの作り方，あるいはアーチの建造方法などもミームの例です。 

デジタル文化遺伝子は，文化的遺伝子のデジタル版ということで，和製英語

「Digital Culture Genes」を思い付きました。 

少し ChatGPTと Geminiに対して文化遺伝子というのを教え込んだ後で，

「デジタルアーカイブを活用したＡＩが提供するデジタル文化遺伝子とは何です

か」と聞きました。ChatGPTは「デジタルアーカイブを活用した人工知能が提

供するデジタル遺伝子ということで，デジタルアーカイブを活用したＡＩの技術

は文化遺産の保存，共有，研究のために新たな可能性を提供している」と言いま

す。Geminiは「デジタル文化遺伝子とはＡＩを用いてデジタルアーカイブから

抽出された文化の継承，変容に関する特徴や要素である。デジタル文化遺伝子の

研究は人類の文化遺産を理解し，未来へと継承していくための重要な役割を果た

す」と答えてくれていました。特に Geminiに至っては「こういうことでしょ

う」と一覧表にまとめてくれました。「人工知能とデジタルアーカイブの主な機

能について」，人工知能はデータ分析，情報処理，コンテンツ創造というのに使

えます。デジタルアーカイブは情報保存，検索・閲覧，研究・教育です。    
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デジタル文化遺伝子構築における役割は，人工知能はデジタル文化遺伝子の構築

に関わるでしょう。デジタルアーカイブは保存・活用に関わるでしょう。それぞ

れの強みというのは，人工知能というのは膨大な量のデータを処理できる。デジ

タルアーカイブは長期的な保存が可能である。弱みとしては，人工知能は倫理的

な問題や偏見のリスクを指摘しています。そしてデジタルアーカイブは情報の収

集・整理に人手が必要である。とまとめてくれています。 

 ＡＩとデジタルアーカイブが創る未来のとポイントは、ＡＩとデジタルアーカ

イブの一体化です。ＡＩは、偏見とか誹謗とかが入っているデータが入ると，そ

のまま理解して答えに使ってきます。そこをきちんと，単なるビッグデータでは

なくて，ウィキペディアとかそういうものやインターネットの知識ではなくて，

きちんと洗練されたデジタルアーカイブが必要となります。例えば長尾先生の用

例翻訳では，きちんと人間がチェックして，こういう訳文についてはこういうふ

うにするんだというような用例集（デジタルアーカイブ）を入れて翻訳エンジン

にかけると，初めてきちんとした翻訳ができるというわけです。 

 人工知能が新しい産業革命の機関車ならば，デジタルアーカイブは石炭です。

画像，動画，自然言語，例えば動画ではユーチューブ，自然言語ではウィキペデ

ィアなどがあるわけですけれども，単なるビッグデータでは駄目で，今後は人類

に対して無害で正確なＡＩデータ，学習データ，そしてそれを使うＡＩが課題で

あるというわけです。 

 ＡＩとデジタルアーカイブがつくる未来には，ＡＩを用いたデジタル文化の創

造というのがあります。一つは古文書の解読です。『徒然草』とか『源氏物語』

のくずし文字の翻訳，これは翻刻といわれています。２つ目は白黒写真をカラー

写真化です。例えば江戸の風景。古い映像を４Ｋカラー映像化，これはＮＨＫの

例ですが「ノモンハン事件」とかかつて白黒で放映された「新日本紀行」をカラ

ー写真化します。３つ目はグーグル社のＡＩの芸術への応用でバッハ調の作曲を

する例です。４つ目はスタンフォード大学で日本人の方が研究されたことです。

心の中でイメージした内容の画像化，ｆＭＲＩと機械学習を用い脳の活動を可視

化して何を今見ているのか，夢で何を見ているかが見えるようになる。     
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５つ目は澤井が実施しているものですが，ＡＩ文化そのもののデジタルアーカイ

ブ化です。チューリングに始まって大体今 100年になります。だから文化と言

えますが，ＡＩ文化のデジタルアーカイブ化が大事だろうと思います。６つ目は

オーラルヒストリーです。長尾真先生，木田宏先生っていうのは皆さん御存じの

とおりです。ＡＩで美空ひばりさんが新しい曲を歌うとかいうようなことが出て

きているわけです。 

 １つ目の翻刻の例では，『徒然草』のくずし文字を現代語に翻訳します。これ

を翻刻と言います。「つれづれなるままに」のくずし文字は読めませんけれど，

横の現代語の赤字に書いてあるものは何となく読めるというわけです。『源氏物

語秘抄・桐壺』のくずし文字の翻刻の例では、赤字で現代語に翻刻されるという

わけです。 

 ２つ目の元の原画，白黒写真がカラー写真化されます。放送大学で教えていた

ら，「先生，そんな白黒をカラーにして何の意味がありますか」と言われました

が，実際にはやっぱりカラーにすることによって，当時の人がどんな色の服装を

着ていたとか，その街の風景はどんなカラーであったのかとかが分かってくるわ

けです。例えば女の人の服装はどうであったとか，農家の稲作業がどうであった

かというのがカラー写真化にすることによって分かります。古い映像を４Ｋカラ

ーにするＮＨＫ技研の例では、白黒映像がカラー化され再現されます。 

 ３つ目はＡＩの芸術の応用ということで，バッハ調の作曲があります。真ん中

にあるロゴをクリックするとイントロの画像が流れ，「私と一緒に作曲しません

か？」と出まして，２小節分の白紙の五線譜が提示されて，学習者が白紙の五線

譜に好きなメロディーを書き出しすると，例えばドレミファミレドとか入れる

と，それに対してハーモナイズボタンをクリックすると，このメロディー，カエ

ルの歌というのにアルトとテノール，バスの部分が自動的に作成されて，バッハ

調のハーモニーが完成するというようなわけです。これが左上から白紙の２小節

分に楽譜を入れると，それに対して３番のところで 306曲のバッハの曲を見

て，あと残りのアルトとテノール，バスの部分を作曲してくれて，交響曲の形に

してくれます。 
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 ４つ目はｆＭＲＩを用い機械学習を用いて脳活動から心の中をイメージする内

容の画像化ということで，血流の解析から，あとはディープランニングしている

データと突き合わせするとこういう映像が再現，脳の中では現在こういうものが

見られているというのが分かるわけです。 

 ５つ目のＡＩ文化のデジタルアーカイブ化は今，澤井が取り組んでいることで

すが，ＡＩの初めから今，実際にはこの第６巻までアマゾンで出版しました。現

在，第７巻と第８巻を執筆中ですけど，第８巻というのはデジタル文化遺伝子を

目指してというので，今日の講演の内容を本にするという形になっています。 

ＡＩ文化の過去から現在までのデジタルアーカイブ化が、キンドル本で出版され

ています。一部は紙媒体出版もされています。 

 ６つ目は木田先生のオーラルヒストリーが有名です。最近では長尾先生の「Ａ

Ｉは哲学の最前線」というようなご講演がありまして，近々オーラルヒストリー

の形で公開できれば考えています（長尾先生の希望でユーチューブには流してあ

ります）。 

 最後の章では「デジタル文化遺伝子を目指して」というテーマで，デジタルア

ーカイブと人工知能っていうのは今後ますます大事になってくるんですとまとめ

ます。学習データの燃料が，学習データが悪いと人工知能ではとんでもない結果

を出しちゃいます。デジタルアーカイブと人工知能だけ考えていればいいかとい

うと，ちゃんとある目的，例えば教育でいうと指導案があって，どういうところ

にどういうふうに教育していくんだと，例えばさっき益川先生が言われたよう

に，人の強みを生かすとか，対話をしていくとか、教育方針を出した上で，生成

ＡＩを使っていかないとうまく教育の成果が上げられません。もちろん学習デー

タは正確で偏見もなくて安全なものでなければいけません。それを基にこの確率

に基づいた人工知能，生成ＡＩというのは動いて，成果を上げていくということ

が大事なのではないかと思います。無害で正確なＡＩで，デジタルアーカイブ一

体化，そしてそういうものを支えるレールというのが必要になるでしょう。 
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５ デジタル文化遺伝子を目指して 

 第４次ＡＩブームでは自動運転や画像診断など，私たちの暮らしにＡＩ技術が

急速に入り込んできています。最近では医学でも内視鏡の診断，人間よりもはる

かに，見落としたところ，専門医でも見落とすものを見つけたりしてきていま

す。ところがＡＩとどう付き合い，その価値をどこまで許容していくのか。ＥＵ

ではＡＩ倫理に基づく輸入規制を計画していまして，ＥＵのいうＡＩ倫理に従っ

ていない製品はＥＵに輸入してきては駄目だというような感じで，そういう規制

をかけようとしています。そういう意味では日本のＡＩ倫理，レールづくりも問

われているわけです。そのレール・ＡＩの倫理の必要性については，OpenＡＩ

自身も，もう 10年以内，2033年までの 10年間に超知性が誕生するだろうと

言っています。超知性をコントロールするために OpenＡＩが考えたのは，過去

につくった GPT-2，弱いＡＩモデルで GPT-4のような最新の強力なＡＩを制御

しようという，そういうようなことを今，OpenＡＩを考えています。結局，

OpenＡＩにあるＡＩのツールっていうのは，過去の道具，例えば第５世代コン

ピュータで使われたような知識とか方法、演繹や帰納というような方法論を

OpenＡＩが持っていないので，GPT-2でやろうという形になっていると思いま

す。言えることは，ＡＩの賢さを下回る人間ではＡＩの監視が困難なので，何と

かＡＩでコントロールしないといけない。そういう意味で私はデジタル文化遺伝

子が必須なのではないかと思っています。 

 デジタルアーカイブ概論の 29ページ，これは岐阜女子大のほうでアーカイ

ブ，デジタルアーカイブ研究所のほうで刊行されたものですけれども，知的創造

サイクルというのがあります。知的創造サイクルというのは，創造，保護，活

用，そして創造という循環のことを意味しているわけですけれども，このデジタ

ル文化遺伝子というのはＡＩとデジタルアーカイブの一体化で，この知的創造サ

イクルを効率化することを狙っているというわけです。 

 実は同じような考えがアメリカのほうでも出てきています。これはデトロイト

市のところで，今，現在進行中のものですけれども，64キロにわたってレール

というかオレンジラインが引かれています。片一方は上り線で片一方は下り線。 
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今までグーグルはウェイモ（Waymo）という形で自動運転するのを 3700万キ

ロとかという膨大な実験をやって，一回事故を起こしています。今回グーグルの

別の子会社キャべニュー（Cavnue）プロジェクトということで，このオレンジ

のラインを引いています。デトロイトのゼネラルモーターズの本社に向かってオ

レンジのラインが２本引かれています。このオレンジのラインの下には電磁誘導

の線が引かれていて，このラインに入った全自動の機能を持っている車では，も

う車を操縦していることを忘れて列車に乗っている感覚で旅を続けることができ

ます。これはどんどんレールを敷いて全自動運転をやっていこうとプロジェクト

が現在アメリカで進行中です。 

 まとめますと，人類の結晶たるデジタル文化遺伝子というのはＡＩとデジタル

アーカイブが一体になっているものです。今までは遺伝子でただ人類がつながっ

てきたかもしれませんけれども，最近分かってきたことは文化遺伝子によって図

書とか本とかそういうものでミームという形で継承されているというのはリチャ

ード・ドーキンスが言った利己的な遺伝子ですけれども，今後はデジタル文化遺

伝子という形で，デジタル技術によって無害・正確に広く保存され，仕込まれ

た，そして発信していく。衆知の段階を経て熟成され，そしてレール，ＡＩ倫理

にかなった活用に結びついて，新たな創造につながっていくと考えているわけで

す。 

 

 

課 題 

  

AI時代のデジタルアーカイブの在り方と人間の学びの変革について考察

し，あなたの考えを 800字で説明しなさい。 
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【出典】 

１） Computer History Museum in USA 

２）ＡⅠ白書２０１７/１９/２０/２３  ＩＰＡ編、ＫＡＤＯＫＡＷＡ出版              

３） ディープラーニングＧ検定公式テキスト                        一般社団法人

日本ディープラーニング協会監修 翔泳社出版 2021年 4月 27日発行 

４）ディープラーニング活用の教科書  杉山俊幸著  日経ＢＰ社出版 2018年 10

月 25日発行 

５)松尾 豊(著),ＮＨＫ「人間ってナンだ？超ＡＩ入門」制作班 (著) 「超ＡＩ入

門 ディープラーニングはこまで進化するのか」ＮＨＫ出版 ２０１９/２/２７ 

６)レイ・カーツワイル(著), 小野木 明恵他(著) 「シンギュラリティは近い―人

類が生命を超越するとき」   ＮＨＫ出版 ２０１２/８/９ 

７)メラニー・ミッチェル (著), 尼丁 千津子 (翻訳), 松原 仁 (その他)、尼丁 千

津子 (翻訳)「教養としてのＡＩ講義」 日経ＢＰ ２０２１/２/１１ 

８)久野 遼平 、木脇 太一(著)「大学４年間のデータサイエンスが１０時間でざ

っと学べる」ＫＡＤＯＫＡＷＡ ２０２２/１２/２２ 

９）大坪 直樹, 中江 俊博他(著)「ＸＡＩ(説明可能なＡＩ)--そのとき人工知能は

どう考えたのか?」      リックテレコム ２０２１/７/１４ 

１０)Francois Chollet(著)「Pythonによるディープラーニング] 株式会社クイ

ープ ２０２２/３/２３ 

１１) 猪狩 宇司, 今井 翔太他(著)「 ディープラーニング G検定(ジェネラリス

ト)公式テキスト」翔泳社,、２０２１/４/２７ 

１２)山本 晋太郎 他(著)「Transformer入門] 技術評論社 ２０２２/９/１５ 

１３)長尾真(著)「情報学は哲学の最前線」 ＡＲＧ ２０１９/２/２７ 

１４)山田 育矢他(著)「大規模言語モデル入門] 技術評論社 ２０２３/７/２９ 
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【参考】 

ディープラーニングを活用するWeb 

１)「ＡＩは哲学の最前線」（長尾真名誉教授講演動画） 

   https://www.youtube.com/watch?v=V58QvxTqXcI 

２)ＡＩがくずし字を読み取る光学的文字認識(くずし字 OCR)する 

  http://codh.rois.ac.jp/char-shape 

３)ＡＩで彩る いだてんの時代 | NHKアーカイブス 

   https://www2.nhk.or.jp/archives/idaten/?vol=043 

４)臼黒画像からカラー画像を生成する 

   https://tech-lagoon.com/imagechef/gray-to-color.html 

５） 表情推定,表情 

  https://emotion-ai.userlocal.jp/face/ 

６)チャットＧＰＴ  https://chat.openai.com/ 

７）ＢＡＲＤ   https://bard.google.com/chat 

８)Ｂｉｎｇ ＡＩ 

https://www.bing.com/search?q=Bing%20AI&showconv=1&form=MA13

FV 

９）fMRIと機械学習を用いて、脳活動から心の中でイメージした内容の画像化

に成功  https://ai-scholar.tech/articles/treatise/ai-imege-49 
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